
地域の伝統行事にふれて 
１月１５日（金曜日）。森の案内人の皆さんのご指導により、１年生と２年生は、小正月の伝統

行事である団子さしを体験しました。団子さしには、「実りの多い年になるように」という願いが

込められていることや、養蚕が盛んだった頃は繭をさしていたことなどを教えていただき、子ども

たちは、興味深そうに聞き入っていました。 

今年は、感染症対策のため、団子の生地作りやゆでる作業は、森の案内人さんにやっていただき、

子どもたちは丸く形を整える作業を手袋をして行いました。また、人数を区切った上で、ミズキの

木に団子をさしたり、飾りをつけたりする活動を行いました。 

例年通りにはできず、限られた条件のもとでの団子さしでしたが、色鮮やかに飾り付けられたミ

ズキの木を見上げる子どもたちの瞳はきらきらと輝いていました。地域に伝わる伝統や文化の素晴

らしさを実感できた団子さし体験でした。 

 

【のびのび学習室の 

みんなの作品が展示されます】 

１月２８日（木）から２月１日（月）までの５日間、

川俣町中央公民館において、町内の特別支援学級の合

同作品展示会が開催されます。 

福田小学校からも、のびのび学習室のみんなが頑張

った学習の成果を展示します。絵やポスター、粘土や工

作、書き初めや総合のまとめなど、一生懸命に取り組ん

できた作品がたくさんあります。お時間の都合のつく

方は、中央公民館まで足を運んでいただき、子どもたち

の作品をご覧ください。そして、子どもたちの豊かな発

想や、素直な表現力を味わっていただければと思いま

す。 

なお、今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策のため、作品の販売は行いません。その代わり、２月

の授業参観の際に、子どもたちが紙すきをして作った

しおりやメモカード等を、校内のみで販売する予定で

す。どうぞ、お楽しみに。 
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